
平成 29 年度第 4 回医療・福祉における電磁環境研究会 

13 
 

手術室における新たな電磁干渉 

○石田 開
1, 2）

，有江 授
1, 2)

, 花田英輔
3)

, 廣瀬 稔
2) 

1) 情報通信研究機構 電磁波研究所 電磁環境研究室 
2) 北里大学大学院 医療系研究科 医療安全工学 

3) 佐賀大学大学院 工学系研究科 知能情報システム学専攻 

 
1. はじめに 
手術室における電磁環境の問題には、

電気メスによる電磁干渉、医用接地の不

具合（漏れ電流）、大電力機器（X 線装置・

MRI など）の使用による電圧降下などが、

古くから議論されている [1]。医療機器

に対しての影響の観点では、昨今ではイ

ミュニティ性能が向上していることもあ

り、いわゆる「電波による影響（誤動作）」

は一般に減少しつつある。 
一方、近年の手術室では医療機器以外

にも、情報通信機器や設備機器などが数

多く用いられるようになってきた。特に

IoT 化の恩恵を受けたこともあり、コン

ピュータや無線通信の積極的な利用は広

く進みつつある。しかし、近年の電子機

器の多くはスイッチング電源を搭載した

機器（コンピュータや照明器具、また医

療機器自体も）であり、新たな雑音源で

あるとも言える。さらに、RFID をはじ

めとする電波（無線）を利用した診療補

助機器の導入も増加している。これらの

機器は、新たな雑音源になると同時に、

医療機器を含む既存の機器や設備からの

干渉を受ける対象とも成り得る。 
ここでは、手術室における新たな電磁

干渉の問題について述べる。 
 

2. LED 無影灯による電磁干渉 
 無影灯は手術室に欠かすことのできな

い医療機器であり、昨今では LED 式が主

流となりつつある。しかし、LED は駆動

にスイッチング電源を用いることから、

高周波雑音の発生が懸念される [2]。実

際に、この雑音が原因とされる磁場式ナ

ビゲーションシステムへの影響が報告さ

れている [3]。 
 我々は LED 無影灯から発生する放射

雑音を測定し、さらに磁場式ナビゲーシ

ョンシステムへの影響について検証した。

多くの製品は主として 100 kHz～30 MHz
までの周波数帯において、雑音を発生し

ていたが、その発生範囲（距離）はほと

んど近傍に限局していた。また、極めて

近傍であれば比較的高強度の雑音であっ

たが、実際の使用環境である 1 m 程度の

離隔距離を設けることにより、背景雑音

と同等となるものが多かった。 
 一般に磁場式ナビゲーションシステム

は、磁場発生装置近傍の 10 cm 程度の範

囲内において、手術器具の位置情報を認

識可能とする。この範囲内に発生する磁

界よりも高強度の雑音が混入した場合、

位置情報の推定誤差を引き起こす可能性

があると考えられる。例えば、メスやピ

ンセットなどの鋼製器具は、磁界に与え

る要因であることが広く知られている 
[4]。 
 我々の検証においては、LED 無影灯に

よる電磁干渉は確認されなかった。一方、

報告では一定の距離を取ることにより、

影響は消失したとあるため、無影灯本体

から何らかの雑音が発生していた、ある

いは伝搬した雑音を放出するアンテナと

して機能していたと推察される。今後は、

発生要因の特定や影響発生の可能性につ

いての詳細な検討をおこなっていきたい。 
 
3．電気メスによる映像機器に対する電

磁干渉 
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電気メスによる医療機器への電磁干渉

は広く知られている。一方、高周波の雑

音は同じ周波数帯の無線通信や、同周波

数帯の信号を用いる情報機器などに影響

を与える可能性がある。近年では、手術

映像システムの導入が進んでいるが、電

気メスによる映像信号への干渉が報告さ

れている [5]。映像の途絶や雑音の混入

は、特に開胸・開腹をおこなわない内視

鏡手術においては、致命的な映像に繋が

り兼ねない。 
我々は、手術映像システムを簡易的に

模擬し、その近傍において電気メスを使

用した際の放射雑音による影響を評価し

た。手術映像の伝送には、長距離伝送用

のコンバータ（スイッチャー）が用いら

れるが、このコンバータ間に接続される

ケーブルが雑音を拾うアンテナとなる場

合がある。我々の検証では、UTP ケーブ

ルの使用により、雑音の混入が確認され

た。また、映像信号の経路に雑音が直に

伝導した場合を模擬した結果、映像は激

しく乱れさらにモニタの故障に至るもの

も確認された。 
 

4．電磁干渉の低減に向けた取り組みの

期待 
 手術室内の機器の多くは、ほとんどが

常設（移動が無いまたは少ない）して使

用されるものが多い。医療機器であれば

無影灯や生体情報モニタ、電気メス、麻

酔器などはその主たる例であろう。また、

映像機器や情報通信機器なども同様であ

る。医療機器は安全な使用のため、定期

点検（保守）がおこなわれていると推察

されるが、情報機器や映像機器、さらに

それらの配線ともなると、その頻度はあ

まり高くないことが予想される。ある病

院の手術室では、映像機器の配線におい

て、過度のテンションのかかった状態の

もの、抜けそうなコネクタ、絡まったケ

ーブルなどの、電磁干渉の温床が散見さ

れた。また、電源線をはじめとしたケー

ブル類は雑音の伝導路兼アンテナと成り

得ることを再認識されたい。特に医療現

場でも用いられる渡り配線は、同一線上

に接続された機器の雑音を伝導させる 
[6]。今回例とした電磁干渉も、こういっ

た影響が要因であった可能性も否定はで

きない。 
医療機器の保守管理は元来臨床工学技

士の業務である。一方、映像機器や情報

機器などの保守担当は医療従事者でない

ことも多く、場合によっては医療機関の

外部の者（メーカやベンダ）が担うこと

もある。医療機器でなくとも、これらの

IT 機器は医療現場において、もはや欠か

すことのできない機器となりつつあり、

さらには不具合が患者の生命に関わるこ

ともある。従って、これらの機器が安心・

安全に使用できる環境を提供することも、

今後現場に求められる考え方の一つと言

える。特に、臨床工学技士や認定ホスピ

タルエンジニア（CHE）にはこれらへの

積極的な関与を期待したい。 
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